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( 1 ) イ ン フ ラ 施 設 を 適 切 に 維 持 管 理 す る た め の 課 題  

1 ) 労 働 環 境 の 改 善  

建 設 業 は 、 他 産 業 に 比 べ て 若 手 や 女 性 に 人 気 が な

く 、 人 材 不 足 が 深 刻 で あ る ① 。 こ れ は 、 労 働 時 間 が 他

産 業 の 平 均 に 比 べ て 約 2 5 0 時 間 長 い こ と や 、 3 K の イ

メ ー ジ が 浸 透 し て い る こ と 等 が 原 因 で あ る ② 。 老 朽 化

イ ン フ ラ の 増 加 に 対 応 す る た め に は 、 建 設 業 に 少 な い

若 手 や 女 性 、 新 た な 労 働 力 と し て 外 国 人 や 定 年 退 職 後

の 高 齢 者 等 、 多 様 な 人 材 を 確 保 す る 必 要 が あ る ③ 。 よ

っ て 、 人 材 面 の 観 点 か ら 、 労 働 環 境 の 改 善 が 課 題 で あ

る 。  

 

2 ) I C T ・ A I 等 の 新 技 術 の 活 用  

① 「人気」ですと主観的な印象を与えてしまいます。また、ずっと人材不足といった状況説明もある

と良いと思います。→「建設業は、他の産業と比較して若年層や女性の就業率が低く、慢性的な人

材不足に直面している」 

② また、他産業の相対評価になっています。単純に２５０時間が長いで良いと思います。また、構成

は、現状→問題点→必要性→結論の順で書くと順を追った説明になります。よって、①と②を入れ

替えた方が良いと思います。→「建設業は、労働時間が約 250 時間長いことなどから、3K のイメ

ージが定着している。そのため、他の産業と比較して若年層や女性の就業率が低く、慢性的な人材

不足に直面している」 

③ ちょっと長いですね。もう少し端的に表現しましょう。また、対応することと多様性の関係が直接

的につながらないので、人材不足の解消を一つ挟むと良いと思います。さらに、不足だけでなく人

材活用という視点もあると良いと思います。→「老朽化が進むインフラへの対応には、建設業の担

い手不足の解消が不可欠であり、多様な人材の確保と活用が求められる」 
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 建 設 か ら 5 0 年 を 経 過 す る 施 設 の 割 合 は 、 今 後 加 速

度 的 に 増 加 す る 。 例 え ば 、 道 路 橋 は 現 在 が 約 3 7 % 、 2 0

年 後 は 約 7 5 % に な る 。 こ の よ う に 急 激 に 増 加 す る 老 朽

化 イ ン フ ラ を 維 持 管 理 す る た め に は 、 人 力 に よ る 維 持

管 理 で は な く 、 ロ ボ ッ ト や デ ジ タ ル デ ー タ 等 を 活 用 し

し て 効 率 化 を 図 る 必 要 が あ る ④ 。 よ っ て 、 生 産 性 の 観

点 か ら 、 I C T ・ A I 等 の 新 技 術 の 活 用 が 課 題 で あ る 。  

 

3 ) 地 域 イ ン フ ラ 群 の 再 生 戦 略 マ ネ ジ メ ン ト の 展 開  

 措 置 が 必 要 な イ ン フ ラ は 、 全 国 の 市 町 村 等 に 広 範 囲

に 分 布 し て お り 、 そ の 種 類 も 多 種 多 様 で あ る 。 維 持 管

理 を 担 う 人 員 と 予 算 が 限 ら れ て い る た め 、 従 来 の 施 設

毎 の 対 応 で は 、 老 朽 化 イ ン フ ラ の 増 加 に 対 応 で き な

い 。 そ こ で 、 一 連 の イ ン フ ラ を 群 と し て と ら え 、 総 合

的 か つ 多 角 的 に 対 応 す る 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 仕 組 み

の 観 点 か ら 、 地 域 イ ン フ ラ 群 の 再 生 戦 略 マ ネ ジ メ ン ト

の 展 開 が 課 題 で あ る 。  

( 2 ) 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

 最 重 要 課 題 は 、「 I C T ・ A I 等 の 新 技 術 の 活 用 」 で あ

る 。 理 由 は 、 効 率 的 な 維 持 管 理 技 術 の 構 築 は 、 人 材 確

保 や 仕 組 み づ く り の 骨 格 に も な る こ と か ら ⑤ 、 波 及 効

④ 維持管理が連続しています。→「人力に依存した従来の方法ではなく」 

「活用しして」となっています。また、ロボットやデータは性質が違うので、表現を工夫しましょ

う。→「ロボット技術やデジタルデータの活用による効率化が不可欠である」 
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果 が 大 き い と 考 え た た め で あ る 。 以 下 に 解 決 策 を 示

す 。  

 

1 ) 情 報 収 集 ・ 状 況 把 握 の 段 階  

 点 検 の 効 率 化 と 損 傷 個 所 の 見 落 と し 等 の ヒ ュ ー マ ン

エ ラ ー を 防 止 す る た め ⑤ 、 カ メ ラ 画 像 と A I を 組 み 合

わ せ た 損 傷 判 定 を 行 う 。 例 え ば 、 ア ー チ ダ ム の 堤 体 点

検 で は 、 ダ ム の 下 流 面 や 監 査 路 内 を 、 高 解 像 度 カ メ ラ

を 搭 載 し た U A V で 撮 影 し 、 漏 水 や 亀 裂 等 の 変 状 を A I

で 自 動 検 知 す る 。 検 知 精 度 を 高 め る た め に 、 常 設 の

C C T V で 取 得 し た 大 量 の ダ ム の 映 像 を 機 械 学 習 さ せ 、

降 雨 や 日 射 の 影 響 を 補 正 す る 。 ま た 、 U A V で レ ー ザ ー

ス キ ャ ナ 測 量 を 行 い 、 ダ ム の 3 D 点 群 モ デ ル を 作 成 す

る ⑥ 。 こ の モ デ ル に 、 U A V で 撮 影 し た 位 置 情 報 付 き の

画 像 デ ー タ を 取 り 込 む こ と で 、 点 検 結 果 の 見 え る 化

や 、 点 検 報 告 書 の 自 動 作 成 を 図 る 。  

 

2 ) 情 報 の 統 合 ・ 維 持 管 理 計 画 立 案 の 段 階  

 点 検 デ ー タ を 共 有 し 、 維 持 管 理 計 画 を 効 率 的 に 策 定

す る た め に 、 デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ( D P F ) を 構 築 す

⑤ 骨格になるとの表現がよく分かりません。「・・にも有効であることから・・・」とかですかね。 

⑤ 点検の効率化がどこにかかっているのか分かりません。エラーは防止、効率化は図るものです。→

「点検の効率化を図るとともに、損傷個所の見落とし等のヒューマンエラーを防止するため」 

⑥ 測量で得られるのは点群データ、点群データで作成されるのは３Dモデルではありませんか。→「ダ

ムの点群データを取得し３Dモデルを作成する」 
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る ⑦ 。 例 え ば 、 国 土 地 理 院 地 図 を ベ ー ス に し た G I S

プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に 、 各 施 設 の 竣 工 記 録 、 点 検 記 録 、

補 修 記 録 等 の デ ー タ を 重 ね 合 わ せ て 閲 覧 で き る よ う に

す る ⑧ 。 更 に 、 B I ツ ー ル を 活 用 し 、 点 検 記 録 や 計 測

デ ー タ を 集 計 ・ 分 析 し て 、 余 寿 命 評 価 や L C C を 算 出

し 、 そ の 結 果 も D P F に 統 合 す る 。 こ れ に よ り 、 従 来

よ り も 客 観 性 に 富 ん だ 維 持 管 理 計 画 を 立 案 す る ⑨ 。  

 

3 ) 維 持 作 業 の 段 階  

 作 業 を 自 動 化 す る た め に 、 G N S S と 3 D 点 群 デ ー タ

を 活 用 し 、 車 両 の 自 動 運 転 を 実 現 す る ⑩ 。 例 え ば 、 寒

冷 地 の 道 路 の 維 持 で 必 要 に な る 除 雪 作 業 や 凍 結 防 止 剤

の 散 布 作 業 で は 、 電 柱 や 柵 等 の 障 害 物 の 情 報 を 取 り 込

ん だ 3 D 点 群 デ ー タ に 基 づ き ⑪ 、 車 両 を 自 動 走 行 さ せ

る 。 更 に 、 車 載 カ メ ラ の 映 像 を 画 像 鮮 明 化 装 置 で 鮮 明

化 し ⑫ 、 視 界 不 良 時 の 除 雪 作 業 の 安 全 性 を 向 上 す る 。

こ れ に よ り 、 従 来 は 安 全 確 保 の た め に 2 名 体 制 で 実 施

し て い た 作 業 を 1 名 体 制 に し 、 省 人 化 を 図 る 。  

⑦ 手段と目的がごちゃごちゃになっています。→「維持管理計画を効率的に策定するために、点検デ

ータを共有するためのデータプラットフォーム(DPF)を構築する」 

⑧ データを重ね合わせるという表現に違和感があります。→「データを統合し、視覚的に重ね合わせ

て閲覧できるようにする」 

⑨ 目的は「維持管理計画を効率的に策定するため」ではないのですか。目的が変わっているように見

えますし、DPFによって計画策定がどのように効率化されるのかもよく分かりません。 
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( 3 ) 新 た に 生 じ る リ ス ク と 対 策  

 デ ジ タ ル デ ー タ が 増 え る こ と に よ り 、 ハ ッ キ ン グ 等

に よ る 情 報 漏 洩 リ ス ク が 高 ま る 。 外 部 か ら の 不 正 ア ク

セ ス に 対 し て は 、 デ ー タ の 暗 号 化 に よ る 対 策 ⑬ を 行

う 。 内 部 か ら の 持 ち 出 し に 対 し て は 、 権 限 者 以 外 は ア

ク セ ス で き な い よ う に す る ア ク セ ス 権 管 理 を 行 う ⑭ 。  

 

( 4 ) 業 務 遂 行 に お け る 要 件 ・ 留 意 点  

 倫 理 の 観 点 で は 公 益 の 確 保 、 持 続 性 の 観 点 で は 環 境

負 荷 の 低 減 が 要 件 で あ る 。 業 務 の 各 段 階 で 、 こ れ ら を

意 識 す る こ と に 留 意 す る 。          以 上   

⑩ GNSSと 3D点群データを活用するシステムでは「自律走行」の方が適切だと思います。 

⑪ 情報を取り込んだ 3D 点群データとありますが、取り込むとは何に取り込むのですか。処理プロセ

スが不明です。障害物情報を統合した 3D 点群データとしてしまえば、どんな処理か明確になると

思います。 

⑫ 表現が重複気味ですし、画像鮮明化装置もよく分かりません。「画像鮮明化処理により補正し」が

言いたいことですかね。 

⑬ TLS/SSLなどの通信保護もあると良いと思います（スペースがあれば）。 

⑭ 持ち出しというと全部に制限をかけてしまうように見えます。対策すべきは、不正な持ち出しでは

ないでしょうか。また、アクセスできないようにアクセス権管理は似たような説明が借り換えされ

ています。対策を具体化すると良いと思います。→「内部の不正な持ち出しには、アクセス権を厳

密に管理し、操作履歴を監視することで対策する」 



予想問題_令和 7年度_建設必須_労働力不足×維持管理 

 

 

 

 

 

 7 

【 参 考 文 献 】  

第 1 0 回  国 道 （ 国 管 理 ） の 維 持 管 理 等 に 関 す る 検 討

会  配 付 資 料  

h t t p s : / / w w w . m l i t . g o . j p / r o a d / i r / i r -

c o u n c i l / r o a d _ m a i n t e n a n c e / d o c 1 0 . h t m l  

 

Ｉ Ｃ Ｔ ・ Ａ Ｉ 等 の 新 技 術 の 維 持 管 理 へ の 活 用 状 況  

h t t p s : / / w w w . m l i t . g o . j p / r o a d / i r / i r -

c o u n c i l / r o a d _ m a i n t e n a n c e / p d f 1 0 / 0 3 . p d f  

 

今 後 の 進 め 方  

h t t p s : / / w w w . m l i t . g o . j p / r o a d / i r / i r -

c o u n c i l / r o a d _ m a i n t e n a n c e / p d f 1 0 / 0 5 . p d f  

 

 

建 設 業 界 の 2 0 2 5 年 問 題 と は ？ 人 材 不 足 に よ る 影 響 と

対 策 を チ ェ ッ ク  

h t t p s : / / p r o c e s s . u c h i d a -

i t . c o . j p / i t n a v i / i n f o / 2 0 2 2 0 6 1 0 /  

 

 

施 工 時 期 の 平 準 化  

h t t p s : / / w w w . m l i t . g o . j p / t o t i k e n s a n g y o / c o n s t / c o n t e n

t / 0 0 1 4 6 1 3 7 6 . p d f  

 

https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/road_maintenance/doc10.html
https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/road_maintenance/doc10.html
https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/road_maintenance/pdf10/03.pdf
https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/road_maintenance/pdf10/03.pdf
https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/road_maintenance/pdf10/05.pdf
https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/road_maintenance/pdf10/05.pdf
https://process.uchida-it.co.jp/itnavi/info/20220610/
https://process.uchida-it.co.jp/itnavi/info/20220610/
https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/content/001461376.pdf
https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/content/001461376.pdf


予想問題_令和 7年度_建設必須_労働力不足×維持管理 

 

 

 

 

 

 8 

建 設 業 に お け る 外 国 人 就 労 者 数  

h t t p s : / / w w w . m l i t . g o . j p / t o c h i _ f u d o u s a n _ k e n s e t s u g y o

/ c o n t e n t / 0 0 1 4 8 1 3 1 6 . p d f  

 

建 設 業 に お け る 外 国 人 就 労 者 の 割 合  

h t t p s : / / j s i t e . m h l w . g o . j p / k a n a g a w a -

r o u d o u k y o k u / c o n t e n t / c o n t e n t s / 0 0 1 7 0 2 6 3 8 . p d f  

 

在 留 外 国 人 数 の 推 移 。  

h t t p s : / / w w w . m o j . g o . j p / i s a / c o n t e n t / 0 0 1 4 0 3 9 5 5 . p d f  

 

労 働 生 産 性  

h t t p s : / / p r t i m e s . j p / m a i n / h t m l / r d / p / 0 0 0 0 0 0 0 1 2 . 0 0 0 1 0

7 8 4 3 . h t m l  

 

https://www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_kensetsugyo/content/001481316.pdf
https://www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_kensetsugyo/content/001481316.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/kanagawa-roudoukyoku/content/contents/001702638.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/kanagawa-roudoukyoku/content/contents/001702638.pdf
https://www.moj.go.jp/isa/content/001403955.pdf

